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こ
の
週
間
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
（
平
成
11
年
６
月
23
日
公
布
・

施
行
）
の
目
的
や
基
本
理
念
に
関
す
る

皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
内
閣
府
が
定
め
た
も
の
で
す
。

　

町
で
は
パ
ネ
ル
展
及
び
図
書
の
展

示
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

（
積
極
的
改
善
措
置
）

女
性
は
人
口
の
半
分
、
労
働
力

人
口
の
４
割
余
り
を
占
め
、
政

治
、
経
済
、
社
会
な
ど
多
く
の
分
野
の

活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
古

男
女
共
同
参
画

推
進
会
議
委
員
募
集

　

町
で
は
男
女
共
同
参
画
推
進

会
議
委
員
を
公
募
し
て
い
ま
す
。

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
と
も
に
学
び
、

情
報
を
交
換
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
一
緒
に

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
主
な
活
動
内
容
】

◇
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
・
運
営

◇
情
報
誌
の
企
画
・
編
集

◇ 

男
女
共
同
参
画
推
進
施
策

へ
の
意
見
・
提
言

こ
の
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
権
推
進
係
（
H 

404
・
405
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
７
４
）
１
０
５
５

い
固
定
概
念
な
ど
に
よ
り
、
日
本
で
は

他
の
先
進
国
と
比
較
し
て
、
指
導
的
な

立
場
で
活
動
す
る
女
性
が
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。　

こ
の
た
め
、
社
会
の
様
々
な
活
動

に
参
画
す
る
機
会
の
格
差
を
改

善
す
る
た
め
、
必
要
な
範
囲
に
お
い

て
、
女
性
に
積
極
的
に
機
会
を
提
供
す

る
取
り
組
み
を
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
」
（
積
極
的
改
善
措
置
）
と
呼

び
、
企
業
、
団
体
、
地
域
社
会
な
ど
で

の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

６
月
23
日
か
ら
６
月
29
日
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

男女共同参画パネル展

■日時　６月22日～６月29日

　　　　 午前８時30分～午後５時15分（土日除く・29日

は正午まで）

■場所　役場庁舎１階　エントランスホール

■内容　『統計に見る「仕事」と「生活」のいま』

男女共同参画図書の展示
■日時　６月10日～６月26日

　　　　午前10時～午後７時

　　　　 （月曜休館、土・日は午後

６時まで）

■場所　中央図書館

■内容　 男女共同参画に関する図書

の展示

チャンスを分かち、
未来を拓

ひら

こう（平成23年度標語）

町は、第２次三芳町男女共同参画基本計画（みよし男女共同参画プラン）に基づき、

『一人ひとりがいきいきと暮らせる男女共同参画社会の実現』を基本理念とした、

３つの基本目標（.人権の尊重と男女共同参画の意識づくり　.男女がいきいきと暮らせる環境づくり

.男女共同参画によるまちづくり）を掲げ、さまざまな取り組みをしています。

（第２次三芳町男女共同参画基本計画は、中央図書館、竹間沢分館及び役場４階情報資料室で閲覧することができます。）

水
道
週
間
と
は
、
「
蛇

口
か
ら　

あ
ふ
れ

る
ぼ
く
ら
の　

夢
・
未
来
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
健

康
で
文
化
的
な
生
活
や
社
会

経
済
を
支
え
る
必
要
不
可
欠

な
生
活
基
盤
と
し
て
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
水

道
に
つ
い
て
、
更
に
利
用
者

の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
今

後
の
発
展
の
た
め
厚
生
労
働

省
及
び
全
国
の
水
道
事
業
体

が
連
携
し
て
広
報
活
動
を
中

心
と
し
た
各
種
行
事
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。

蛇口から　あふれるぼくらの　夢・未来
（第53回　水道週間スローガン）

み
よ
し
水
道
の
あ
ゆ
み

首
都
30
キ
ロ
圏
内
に
あ
る
三
芳

町
は
、
昭
和
40
年
代
に
入
っ

て
多
く
の
住
宅
、
工
場
が
進
出
し
、
め

ざ
ま
し
い
人
口
増
を
示
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
水
の
需
要
も
増
加
し
ま
し
た

が
、
地
下
水
位
の
低
下
な
ど
の
問
題
か

ら
早
急
に
水
道
を
整
備
す
る
必
要
が
生

じ
た
た
め
、
昭
和
43
年
３
月
に
創
設
事

業
の
認
可
を
受
け
、
翌
昭
和
44
年
６
月

に
水
道
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

創
設
当
初
は
、
給
水
人
口
１
万

五
千
人
、
１
日
最
大
配
水
量

四
千
五
百
立
方
メ
ー
ト
ル
の
計
画
で
し

た
が
、
水
需
要
の
増
加
や
地
下
水
の
汲

み
上
げ
規
制
の
強
化
も
あ
り
、
昭
和
49

年
７
月
か
ら
埼
玉
県
営
水
道
の
供
給
を

受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

約
70
％　

県
水

約
30
％　

町
内
井
戸
水

三
芳
町
の
水
道
水
は
、
埼
玉
県

営
水
道
か
ら
の
県
水
（
さ
い

た
ま
市
の
大
久
保
浄
水
場
）
約
70
％
、

町
内
の
井
戸
水
（
地
下
水
）
約
30
％
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
地
下
水
は
、
５
本

の
深
井
戸
（
深
さ
200
〜
300
ｍ
）
か
ら
取

水
し
て
お
り
ま
す
。
（
県
水
の
水
源
は

荒
川
水
系
有
間
ダ
ム
等
か
ら
で
す
。
）

町
で
は
地
震
災
害
に
備
え
、
揺

れ
に
強
い
水
道
施
設
の
改
築

等
、
ま
た
ル
ー
プ
化
を
進
め
、
皆
さ
ん

に
安
全
で
良
質
な
水
を
お
届
け
し
ま
す
。

節
水
の
お
願
い

夏
の
電
力
需
給
に
際
し
、
小
口

需
要
家
で
あ
る
町
水
道
に
対

し
国
よ
り
15
％
程
度
の
抑
制
計
画
を
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
７
月
〜
９
月
ま
で

の
３
ヶ
月
間
は
15
％
の
節
水
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

【水道関係の問い合わせ】
■水道料金関係
　上下水道課　水道業務係

　（H254～256）

■水道工事関係
　上下水道課　水道施設係

　（H252～253）

三芳町の水道水は

さいたま市にある大久保浄水場からの県水（約70％）と

町内の５本の井戸水（約30％）からの混合水です。

よしの水のこと
ご存じですか？み

67
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発行に際し、育児休業制度等につい

て、貴重なご意見を多数いただきまし

た。育児休業制度等については、次号

のまなざしで詳しく説明します。

　ご意見ご要望お待ちしております。

　

水
道
台
帳
作
成
の
た
め
、
水

道
課
か
ら
委
託
を
受
け
た
調
査

員
が
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
・
事

業
所
に
設
置
し
て
あ
る
給
水
装

置
（
止
水
栓
・
水
道
メ
ー
タ
ー

及
び
貯
水
槽
）
の
位
置
を
確
認

す
る
た
め
、
現
地
に
お
伺
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

調
査
員
は
下
記
写
真
の
と
お

り
腕
章
及
び
水
道
事
業
者
発
行

の
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い

ま
す
の
で
、
訪
問
し
た
際
に
は

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
委
託
を
受
け
た
調
査

員
は
、
物
品
の
販
売
・
料
金
の

請
求
行
為
な
ど
行
い
ま
せ
ん
。

不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

上
下
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
委
託
業
者
】
東
武
計
画


【 

調
査
期
間
】
６
月
10
日
か
ら

７
月
10
日
ま
で

役場庁舎１階・中央図書館でそれぞれ展示を行っています。


